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 文責：近 藤  伸 

 上川高校は「地域の 地域による 地域のため」の高校です。 
  上川高校は、上川町にある地域唯一の高校です。 

  上川高校は、地域が持つ大自然や温かい町民の方々によって生徒を育てている高校です。 

  上川高校は、生徒達が地域のために様々な活動を行い、地域の未来を創り上げる高校です。 

 上川高校は、昭和27年（1952年）に開校し、７５年の歴史を重ね、これまでに 5000名を超える卒

業生を輩出し、全国・全道で各界において活躍しています。 

校訓「風雪に耐えて猛進せよ」には、厳しい自然環境の下でも共に歩む他者の心を感じとり、困難に

立ち向かう時、「お互い様」の精神を大切にして希望を持って前に進むという願いが込められています。 

 そして、この校訓のもと、平成14年に北海道初の「連携型中高一貫教育」に取り組み、令和２年度か

らは、上川町との連携による「上川高校魅力協議会」が設置され、「対話重視型」による上川高校の魅力

化を上川町の方々の協力を得ながら進めています。 

 そんな伝統ある上川高校も昔とは状況が変化しているのも事実です。 

年々、全体の入学者数が減少傾向にあり、地元（上川中学校）からの入学者も減少傾向にあります。 

年度 
上川高校  

入学者  

上川中  

出身生徒  

上川中からの  

進学率(％) 

Ｒ４ 25 10 52.4 

Ｒ５ 24 10 69.6 

Ｒ６ 21 5 20.8 

Ｒ７ 17 ２ 13.3 

Ｒ８ 15 3 20.0 

 

 道外からの生徒受入（予定） 
 入学者数が減少傾向にある状況を踏まえて、令和９年度入学生から「道外」からの生徒を受け入れる 

「地域みらい留学」に上川町からの全面的なバックアップをいただき参入しています。 

地域みらい留学とは、都市部などの中学生が高校進学を契機に親元を離れ、都道府県の枠を超えて全国

36 道府県の約 190 校の地方の小規模校に進学し、高校 3 年間をその地域で暮らして学ぶ国内留学プロ

グラムをいいます。（北海道は、合計 39 の公立高校が「地域みらい留学」に参加しています。海、山、

離島、雪国など、北海道ならではの大自然を活かした独自の探究学習や専門的な学びができる学校が揃っ

ています。） 

地域みらい留学に参加する上川高校のキャッチフレーズは「ジブン留学」 

「ジブンに合う ジブンに出会う」 

高校3年間で様々な経験（体験）から自分に出会うというコンセプトが込められています。 

上川高校を知ってもらうために様々な活動を現在展開しています。 

 

 ■全国説明会への参加（ブースを出展して中学生や保護者が相談） 

   ６月 日本まるごと高校フェス in 札幌  11組の中学生・保護者参加 

      日本まるごと高校フェス in 東京  26組の中学生・保護者参加 

   ７月 日本まるごと高校フェス in 大阪  26組の中学生・保護者参加 

 ■上川高校学校説明会 8月 19日開催  20組の中学生・保護者来校（兵庫県や岐阜県からも来校） 

 ■地域みらい「おためし留学」 10 名の中学生来町（校） （東京・神奈川など） 

 

 10 月 3 日（土）は、オープンスクール（体験授業実施）と彩りフェス（探究活動成果を発表・還元） 

を予定しています。詳細は後日ご案にいたします。 

上川中学からの進学者は 

減少傾向にあります 

「ジブン留学」ロゴ 



8 月 19 日実施の学校説明会 2026 の様子  

受付               案内掲示 

 

今の上川高校のことを知って欲しい願っていまし

たが、道内や東京・神奈川・兵庫・岐阜等から本校

の学校説明会に、中学生１８名、保護者２９名にご参加いただきました。このイ

ベントでは町教委の方々や生徒会執行部メンバーが活躍してくれました。事前準

備として配付資料の封詰め、会場設営と校内装飾をおこないました。その後参加

者の受付と会場への誘導を担当し、上高生らしいステキな笑顔と元気な挨拶で来

校された皆様をあたたかく迎えることができました。 

開会学校長挨拶            全体説明（進藤教諭）  

 

 

 

 

 

 

 

            行事紹介（2年福島さん）       生徒による学校案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明会では、進藤教諭に学校の全体説明をしていただきました。また、事前に制作していた学校行事の

スライド上映及び説明を 2 年生の福島さんに行ってもらいました。最後に生徒主体の運営を通して、本

校の雰囲気や魅力を感じていただける機会となりました。 


